
真庭市議会

蒜山・スイトン ©SB



96

　真庭市議会は、議員定数の減員や議会基本条例などの議員発議条例の制定、政策形成サイクルに基
づく政策立案の実施、市民との意見交換による市民参画・情報公開など、積極的な議会改革による議
会の活性化に努めてきました。

真庭市議会

淺野和昭、伊賀基之、池田文治、池田正行、石賀英明、伊東恭一、井藤文仁、伊藤義則、入澤廣成、

岩本壯八、氏平篤正、江田知之、遠藤正明、大月説子、岡﨑洋輔、緒形　尚、小河原靖弘、

奥　侑樹、奥田一雄、小椋一郎、小田康文、柿本健治、加藤大悟、金谷光二、河部辰夫、草地秀育、

黒川　愛、小谷孝佳、古南源二、柴田正志、庄司史郎、住田映治、妹島弘和、妹尾智之、妹尾　曻、

妹尾素男、竹原茂三、田島吉章、谷口宗一、谷本彰良、築澤敏夫、中尾哲雄、長尾　修、長尾政則、

長尾泰行、中元唯資、苦田智子、西田文子、西村　宏、西山征和、初本　勝、葉廣峰久、原　秀樹、

福井荘助、福井孝行、福井茂登洋、福島一則、松葉　昇、三村一夫、宮田精一、宮本　繁、

村上善彦、森田一文、森田敏久、森脇正和、安田幸雄、山岡宏充、山本久惠、由井堅史、𠮷原啓介

氏　名

○歴代議員名簿（敬称略、50音順）　（平成17 年4月24 日～）

議　長 副 議 長 在　任　期　間

○歴代議長・副議長（敬称略）

市民の代表機関として、公正性を確保するとともに、ホームページや広報媒体を通じて積極的な情
報公開を行い、透明性を高めています。これにより市民が参加しやすい開かれた議会を目指していま
す。

情報公開

各常任委員会で抽出した課題から、その解決の方向性を見出し、具体性な政策を取りまとめ、市長
に対し提言する取組を平成29年（2017年）から行っています。
令和5年度には、中・長期的な政策立案を図るため、政策提言に至るまでの期間を既存の 1年から
2年に改め、新たな検討体制とスケジュールを明確にした「政策形成サイクル」を構築しました。

政策立案の実施

市政の課題や市民の意見を把握し、市政及び議
会活動に反映させるため、「ざっくばらんに語ろう」
と題して市民の意見を聞く場を設けています。
また、各常任委員会では、市内高等学校の高校
生や所管の関係団体との意見交換会を開催してい
ます。

市民参画

■議会改革

真庭市議会は、議会の規範や役割を明確にすることを目的に議員発議による条例制定を行い、改革
に取り組んでおり、下記の条例を制定しています。

議員発議条例

制定日 条例名（議会定数条例以外）
平成18年（2006年）3月31日

平成24年（2012年）12月6日

平成25年（2013年）9月24日

令和 5 年（2023年）3月22日

真庭市議会議員政治倫理条例

真庭市議会基本条例

真庭市の地酒で乾杯を推進する条例

真庭市議会議員の請負の状況の公表に関する条例

真庭市議会では 3つの「常任委員会」を設置しており、本会議から付託された議案や請願、陳情などに
ついて、審査を行っています。

■現在の真庭市議会の構成

委員会名 所　管　事　項
総務常任委員会

産業建設常任委員会 産業観光部、建設部及び農業委員会の所管に属する事項

生活環境部、健康福祉部、湯原温泉病院及び教育委員会の所管に属する事項

市長直轄組織、政策推進監兼学びの創造推進監、総合政策部、総務部、消防
本部、会計課、選挙管理委員会及び監査委員の所管に属する事項並びに他
の常任委員会の所管に属しない事項

文教厚生常任委員会

「市町村の合併の特例に関する法律」による定数特例により、新市設置後に最初に行われた選挙で
選出された議員は40人で、9 町村の区域が選挙区となっていました。平成21年（2009年）4月執行の
選挙では選挙区の廃止により、真庭市を 1つの区域として選挙が行われ、地方自治法に基づく議員定
数により26人が選出されました。その後、議員定数は、平成25年 4月執行の選挙からは24人、令和7
年 4月執行の選挙から22人となっています。

■議員定数の推移

小谷孝佳

池田正行

池田文治

森田一文

河部辰夫

長尾　修

竹原茂三

長尾　修

古南源二

小田康文

小田康文

長尾　修

松葉　昇

金谷光二

福井茂登洋

竹原茂三

長尾　修

岡﨑陽輔

宮田精一

福島一則

緒形　尚

岩本壯八

妹尾智之

緒形　尚

平成17年（2005年）5月16日～平成18年（2006年）3月28日

平成18年（2006年）3月28日～平成19年（2007年）4月23日

平成19年（2007年）4月23日～平成21年（2009年）4月23日

平成21年（2009年）4月30日～平成23年（2011年）4月20日

平成23年（2011年）4月20日～平成25年（2013年）4月23日

平成25年（2013年）4月30日～平成27年（2015年）4月23日

平成27年（2015年）4月23日～平成29年（2017年）4月23日

平成29年（2017年）4月28日～平成31年（2019年）4月17日

平成31年（2019年）4月17日～令和3年（2021年）4月23日

令和 3年（2021年）4月28日～令和5年（2023年）4月20日

令和 5年（2023年）4月20日～令和7年（2025年）4月23日

令和 7年（2025年）4月28日～現任中

本議会の様子

真庭市議会
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真庭市議会20年 トピックス

初議会を開催  正副議長など選ぶ
平成17年（2005年）

　合併後初の臨時会を5
月16日、8日間の会期で
開会しました。
　冒頭、井手紘一郎市長
が「県北拠点都市づくり
に向けて、理解と支援を
お願いしたい」とあいさ
つ。正副議長の選出に続
き、４常任委員会と議会
運営委員会を設ける条例
を可決、委員長、副委員長を決めました。

有識者を招き、議会講演会を開催
平成19年（2007年）～

　市議会が主催する初
の「議会講演会」を１
月、北川正恭・前三重
県知事を招いて開催し
ました。以後、数年ご
とに「まちづくり」や
「地方創生」などの
テーマで開き、「里山
資本主義」の著者・藻
谷浩介氏ら有識者の意
見に耳を傾けました。

中国横断道４車線化議会連盟を設立
平成28年（2016年）

　中国横断自動車道岡山米子線全線4車線化促進市議
会連盟の設立総会を 1月、真庭市役所で開催。沿線 7
市議会で構成、真庭市議会に事務局を置き、相互に協

力して活動す
ることになり
ました。
　岡山県内区
間は令和3年、
全線4車線化
が決まりまし
た。

議会活性化へ  各種団体と意見交換会
平成28年（2016年）

　議会活性化推
進特別委員会が
掲げた方針によ
り、11月から各
常任委員会が市
民団体、農協、
地域おこし協力
隊、猟友会など
と「意見交換会」を開催。それぞれの取組や課題、要望
などについて意見を交わし、政策立案に生かすことにな
りました。

議員40人による初の市議会臨時会

市議会連盟の設立総会

地域おこし協力隊との意見交換会

市民ら700人が詰めかけた
藻谷氏の講演会

　─執行部との関係はいかがでしょうか。
　市長等の執行部とは、適度な緊張感を保ちつつ、
構築している信頼関係を継続したいと考えています。
立場は異なっても、住民の不安をなくすという方向
は同じですので、議会としても、市政をより良い方
向へ導くための政策提言を行い、議論しながら、課
題解決の実現を目指しています。

　─真庭市議会の展望は。
　議会は合意形成の場ですので、根拠があればどの
ような意見も聞き、決まったことは議会の全員で進

めることが大切と考え、いつも意識しています。
　議員のなり手が不足していることは課題です。ま
た、面積が広いため一定数の議員は必要です。人口
減少、学校の統廃合、公共交通、地域活動の停滞等、
いろいろな課題を抱えていますが、地域の特性を活
かし「元気な地域」を維持する必要があると考えて
います。そのため、市民の皆さんの意見をいただき、
バランスを取って議論しながら、議会全員で結束し
て頑張りたいと思っています。今後とも、よろしく
お願い致します。

　令和7年（2025年）5月、市議会も初議会から20年を迎えました。この間、議会の動きを詳細に記録して市民
に伝えてきた議会広報紙の中から、いくつかの活動を取り上げ、歩みの一端を紹介します。

ゼロベースからのスタート
　─合併当時のお話をお聞かせください。どのよう
　　な課題がありましたか。
　20年前の合併当時は皆が新人議員でした。真庭市
は、北部は出雲文化、南部は吉備文化の影響を受け、
気候風土が異なる 9ヵ町村の広域の対等合併です。ど
のような形で民主的な議会を立ち上げるかが課題で
した。議論の結果、旧久世町議会をモデルとして議
会規則を策定し、課題があれば随時修正するという
方針で進めることになりました。ゼロベースからも
のを作るので大変でしたが、やりがいはありました。
また、井手初代市長が尽力されたように、市民の
「一体感の醸成」をどのようにするのかも大きな課
題でした。いろいろな課題を乗り越えて、今に至っ
ています。

　─市民は執行部の市長と議会の議員を選挙で選び
　　ますが、この「二元代表制」をどのように取り
　　組まれていますか。
　議会には、予算編成権、執行権などはありませんが、
議決権があり、執行部が行う事務に対するチェック機
能などを有しています。議会の進む方向を明らかにす
るために議会基本条例を制定し、①政策提言、②市
民参画、③情報公開を挙げ、その推進に取り組んで
います。
　市民の意見を政策に反映していくためには、「政策
提言」をするべきと考えており、議員がアイデアを
持ち寄って行う「政策討論会」を経て、具体的な政
策を議会として市長に提言しています。
　市民参画としては、各種団体の方々との意見交換
や、地域に出かけ、ざっくばらんに語り合う会を設

けて政策提言にも生かしています。
　情報公開については、インターネットやYouTube
などを使い、議会が市民の身近な存在となっていた
だけるよう、最重要課題として取り組んでいます。
　

まず動き、そして改善
　─3つの柱を基に、議会の活性化をどう進められて
　　いますか。
　議会を活性化させるため、議会基本条例に基づき
14項目の具体的な施策を定め、「議会活性化検証部
会」で議会の活動を毎年チェックしています。計
画・実行・チェックを繰り返し行い、良好な結果が
出た施策については新たな目標を設定し、良くなけ
れば改善するなどの活動を行っています。

　─自らの活動を自らがチェックするわけですが、
　　どのように進化させようと考えていますか。
　一過性で終えるのではなく、「改善し続ける」こと
が大切です。早稲田大学マニフェスト研究所が、全
国の自治体に議会改革度調査を行っており、毎年結
果を公表しています。令和5年度（2023年度）に回答
した全国1,500程度の自治体の中で、真庭市議会は27
位でした。平成24年度に議会改革基本条例を策定し
た当時は156位でしたので、議会改革が評価されてい
ると考えています。この評価は、情報共有、市民参
加、議会機能強化の項目で点数化されるので、どの
部分が弱いのかが分かり、さらなる改善につなげる
ための参考にします。
　とにかく動くことが大切で、うまくいかなければ
改善するという姿勢です。

真庭市議会

インタビュー

長 尾　 修　真庭市議会議長
なが     お　       おさむ

「とにかく動いて
　　　　　改善し続けることが大切」
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真庭市議会20年 トピックス

初議会を開催  正副議長など選ぶ
平成17年（2005年）

　合併後初の臨時会を5
月16日、8日間の会期で
開会しました。
　冒頭、井手紘一郎市長
が「県北拠点都市づくり
に向けて、理解と支援を
お願いしたい」とあいさ
つ。正副議長の選出に続
き、４常任委員会と議会
運営委員会を設ける条例
を可決、委員長、副委員長を決めました。

有識者を招き、議会講演会を開催
平成19年（2007年）～

　市議会が主催する初
の「議会講演会」を１
月、北川正恭・前三重
県知事を招いて開催し
ました。以後、数年ご
とに「まちづくり」や
「地方創生」などの
テーマで開き、「里山
資本主義」の著者・藻
谷浩介氏ら有識者の意
見に耳を傾けました。

中国横断道４車線化議会連盟を設立
平成28年（2016年）

　中国横断自動車道岡山米子線全線4車線化促進市議
会連盟の設立総会を 1月、真庭市役所で開催。沿線 7
市議会で構成、真庭市議会に事務局を置き、相互に協

力して活動す
ることになり
ました。
　岡山県内区
間は令和3年、
全線4車線化
が決まりまし
た。

議会活性化へ  各種団体と意見交換会
平成28年（2016年）

　議会活性化推
進特別委員会が
掲げた方針によ
り、11月から各
常任委員会が市
民団体、農協、
地域おこし協力
隊、猟友会など
と「意見交換会」を開催。それぞれの取組や課題、要望
などについて意見を交わし、政策立案に生かすことにな
りました。

議員40人による初の市議会臨時会

市議会連盟の設立総会

地域おこし協力隊との意見交換会

市民ら700人が詰めかけた
藻谷氏の講演会

　─執行部との関係はいかがでしょうか。
　市長等の執行部とは、適度な緊張感を保ちつつ、
構築している信頼関係を継続したいと考えています。
立場は異なっても、住民の不安をなくすという方向
は同じですので、議会としても、市政をより良い方
向へ導くための政策提言を行い、議論しながら、課
題解決の実現を目指しています。

　─真庭市議会の展望は。
　議会は合意形成の場ですので、根拠があればどの
ような意見も聞き、決まったことは議会の全員で進

めることが大切と考え、いつも意識しています。
　議員のなり手が不足していることは課題です。ま
た、面積が広いため一定数の議員は必要です。人口
減少、学校の統廃合、公共交通、地域活動の停滞等、
いろいろな課題を抱えていますが、地域の特性を活
かし「元気な地域」を維持する必要があると考えて
います。そのため、市民の皆さんの意見をいただき、
バランスを取って議論しながら、議会全員で結束し
て頑張りたいと思っています。今後とも、よろしく
お願い致します。

　令和7年（2025年）5月、市議会も初議会から20年を迎えました。この間、議会の動きを詳細に記録して市民
に伝えてきた議会広報紙の中から、いくつかの活動を取り上げ、歩みの一端を紹介します。

ゼロベースからのスタート
　─合併当時のお話をお聞かせください。どのよう
　　な課題がありましたか。
　20年前の合併当時は皆が新人議員でした。真庭市
は、北部は出雲文化、南部は吉備文化の影響を受け、
気候風土が異なる 9ヵ町村の広域の対等合併です。ど
のような形で民主的な議会を立ち上げるかが課題で
した。議論の結果、旧久世町議会をモデルとして議
会規則を策定し、課題があれば随時修正するという
方針で進めることになりました。ゼロベースからも
のを作るので大変でしたが、やりがいはありました。
また、井手初代市長が尽力されたように、市民の
「一体感の醸成」をどのようにするのかも大きな課
題でした。いろいろな課題を乗り越えて、今に至っ
ています。

　─市民は執行部の市長と議会の議員を選挙で選び
　　ますが、この「二元代表制」をどのように取り
　　組まれていますか。
　議会には、予算編成権、執行権などはありませんが、
議決権があり、執行部が行う事務に対するチェック機
能などを有しています。議会の進む方向を明らかにす
るために議会基本条例を制定し、①政策提言、②市
民参画、③情報公開を挙げ、その推進に取り組んで
います。
　市民の意見を政策に反映していくためには、「政策
提言」をするべきと考えており、議員がアイデアを
持ち寄って行う「政策討論会」を経て、具体的な政
策を議会として市長に提言しています。
　市民参画としては、各種団体の方々との意見交換
や、地域に出かけ、ざっくばらんに語り合う会を設

けて政策提言にも生かしています。
　情報公開については、インターネットやYouTube
などを使い、議会が市民の身近な存在となっていた
だけるよう、最重要課題として取り組んでいます。
　

まず動き、そして改善
　─3つの柱を基に、議会の活性化をどう進められて
　　いますか。
　議会を活性化させるため、議会基本条例に基づき
14項目の具体的な施策を定め、「議会活性化検証部
会」で議会の活動を毎年チェックしています。計
画・実行・チェックを繰り返し行い、良好な結果が
出た施策については新たな目標を設定し、良くなけ
れば改善するなどの活動を行っています。

　─自らの活動を自らがチェックするわけですが、
　　どのように進化させようと考えていますか。
　一過性で終えるのではなく、「改善し続ける」こと
が大切です。早稲田大学マニフェスト研究所が、全
国の自治体に議会改革度調査を行っており、毎年結
果を公表しています。令和5年度（2023年度）に回答
した全国1,500程度の自治体の中で、真庭市議会は27
位でした。平成24年度に議会改革基本条例を策定し
た当時は156位でしたので、議会改革が評価されてい
ると考えています。この評価は、情報共有、市民参
加、議会機能強化の項目で点数化されるので、どの
部分が弱いのかが分かり、さらなる改善につなげる
ための参考にします。
　とにかく動くことが大切で、うまくいかなければ
改善するという姿勢です。

真庭市議会

インタビュー

長 尾　 修　真庭市議会議長
なが     お　       おさむ
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ふるさと
点描

美甘・クリエイト菅谷

～地域の動きや話題を追って～

議場にタブレット  ペーパーレス実現
平成30年（2018年）

　12月定例会か
らタブレット端
末を完全導入し
ました。各議員
と事務局職員に
計30台を配備し、
ペーパーレスを
実現しました。
　議会ＩＣＴ化
推進部会が操作の研修会を開くなど準備を進め、経費
削減と議会運営の効率化に取り組みました。

20年つないで 市議会広報80号
令和7年（2025年）

　市議会広報紙は、市誕
生の5カ月後に「議会だよ
り」として創刊。「市民と
の懸け橋に」と議会広報
編集特別委員会が年 4 回、
委員会報告や一般質問な
どを掲載してきました。
途中、表題を市議会広報
「まにわ」に変更、紙面
もカラフルに刷新して、
20年後の 6 月、80号を迎
えました。

岡山県初  政務活動費の領収書等を公開
平成29年（2017年）

　議員が研修会や先進地視察など調査研究のために使
う政務活動費の領収書等の公開を11月から、岡山県の
トップを切って始めました。公開されるのは収支報告

市内12カ所で「ざっくばらんに語ろう」
平成30年（2018年）

　「地域課題をざっくばらんに語ろう」と呼びかけた
「議会報告会＋市民と語る会」を 5月、12小学校区で
開催（参加233人）しました。
平成25年から続く「地域
報告会」（ 9会場）を刷新。
市議が４班に分かれ、各
会場で議会報告の後、市
民から地域課題や要望な
どを聞き、意見交換を行
いました。
　会場では各班ともいろいろ工夫をこらし、市民の声
を吸い上げる努力をしました。

書と添付の領収書・視察等の届出・報告書です。議会
活性化策の 1つで、議員全員の同意によるもの。市の
ホームページ等で閲覧できるようになりました。

初の政策討論会を開催  提言書提出へ
平成30年（2018年）
　議員全員で議論し、政策提言を目指す初の政策討論会を11月に開
催しました。2つの常任委員会からの提案内容に質疑、討議を行い、
１案の提言化を決定。その後、練り上げた成案を全員協議会で確認
し、12月、市長に提言書を手渡しました。

地区の公民館で開かれた語る会

提案を説明する常任委員会の代表

提案を討議する議員

議場に登場したタブレット

市議会広報「まにわ」80号の表紙

提言書を市長に手渡す正副議長

付せん紙を使って工夫する議員

真庭市議会


	真庭　表紙
	260316-2真庭市制20年_
	真庭　裏



